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１ 事業の趣旨 

 丸子物産館「花風里」（以下、「丸子物産館」）は、観光及び地場産業の振興と地域間交流の促進

に寄与するため、平成１１年に建設され、以来２４年間地域振興の拠点として利用されてきまし

たが、令和５年１０月を以って行政財産としての用途を廃止しました。 

 市では、丸子物産館の土地及び建物の有効活用を図るため、積極的に民間活力を導入し、地域

活性化に繋がる活用事業の企画提案を公募型のプロポーザル方式により募集します。 

 

２ 提案募集の主催者 

 上田市 

 

３ 貸付物件 

（１）名称   丸子物産館 

（２）所在地  上田市生田２１５１番 1外 

（３）貸付募集対象施設 

  ア 土地  １，６６４.０８㎡ 

イ 建物  １８０.５３㎡ 

（４）対象施設の概要 

ア 土地 

地番 上田市生田２１５１番１外 

敷地面積 全体１，６６４.０８㎡（実測面積） 

接道状況 東側：市道茂沢音楽村線（道路幅員９.５ｍ） 

都市計画区域区分 都市計画区域内 

浸水想定区域区分 浸水想定区域外 

土砂災害警戒区域

指定 
地すべり警戒区域 

留意事項 ・土壌汚染調査、地盤調査、地下埋設物調査は、いずれも未実施です。調

査を実施したい場合は、あらかじめ市の承認を受けたうえで実施する

ものとし、調査に関する費用は、活用事業者の負担により行うものと

します。 

・敷地に存置する看板の板面は、市との協議により、活用事業者の費用

負担により変更できるものとします。 

・敷地入口の木製看板については、劣化（腐食等）が進んでいるため撤去

予定ですが、基礎は残すので活用事業者の負担で利用は可能です。 

 

イ 建物 

施設名 丸子物産館 

建築年 平成１１年（築２４年） 

構造 木造１階建 

延床面積 １８０.５３㎡ 

改築履歴 なし 

インスペクション 

（建物状況調査） 

・建物のインスペクションは、令和５年１１月に実施済で結果は、別添

のとおりです。 

・調査の結果、基幹部分について、修繕予定 

アスベスト及びPCB ・アスベストの使用については、吹付アスベスト材の使用は確認されて

おりませんが、アスベスト含有建材使用の可能性があります。このた
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め、解体・改修等の作業を行う際には、アスベスト含有調査を実施する

必要があります。なお、アスベスト含有調査等に要する費用は、活用事

業者の負担となります。 

・PCB含有調査は未実施です。 

留意事項 ・建物は未登記です。 

・建物の修繕や改修及び運営にあたっては、建築基準法及び消防法等の

関係法令、条例等を遵守してください。 

 

ウ 設備 

 設備の状況は以下のとおりです。なお、詳細については現地確認やプロポーザル期間中に公開

する図面等によりご確認ください。 

設備 現状 

電気 利用停止中（利用には手続きが必要です） 

ガス（プロパン） 利用停止中（利用には手続きが必要です） 

上水道 利用停止中（利用には手続きが必要です） 

下水道 利用停止中（利用には手続きが必要です） 

空調設備 利用可能 

借受時又は故障時は活用事業者の費用負担により、交換又は修繕を

することとします。交換時は、活用事業者の事業内容に応じた空調

設備とすることも可とします。 

インターネット回線 なし 

電話回線 利用停止中（利用には手続きが必要です） 

灯油タンク 

（ホームタンク型） 

利用可能 

消防設備 誘導標識、非常用照明、消火器設置 

厨房機器 なし 

給湯器 利用可能 

 

４ 活用の条件等 

（１）募集する事業 

  地域の活性化と振興発展に貢献できる、次のいずれかに該当する事業であることとします。 

ア 産業の振興が図られる事業 

イ 雇用の創出が図られる事業 

※単なる倉庫や資材置場等のみの利活用は対象としません。 

（２）事業開始時期 

  対象物件の引渡し後、１年以内に活用提案書に記載された事業を開始してください。 

（３）事業実施の条件 

  ア 現状の躯体、設備を活用することとし、後利用を目的とした工事等は、活用事業者が行 

うものとします。 

イ 活用事業者が改修工事を実施する際は、事前に市及び関係機関と改修工事に関する協議、

調整をしてください。 

ウ 音楽等、近隣に音が漏れる可能性のある事業は、必要に応じて防音対策を行う等、騒音 

等のクレームが出ないように配慮してください。 

エ 工事等の実施にあたっては関係法令等の確認及び関係機関の指導を受けたうえ、実施し

てください。 

オ 建物の構造及び躯体に重大な影響を与えるような工事は認めません。 
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カ 周囲の景観を著しく損なう利活用は認めません。 

キ 周辺施設と積極的に連携した事業を実施してください。 

（４）維持管理及び修繕・改修工事の負担区分 

  ア 建物全体に係る改修工事、電気、水道など施設インフラに係る工事、建築基準法適合工 

事（関係規定を含む）は、活用事業者の負担とします。 

イ 維持管理及び修繕・改修工事の負担区分は、以下のとおりとします。 

なお、以下の負担区分によりがたいものについては、市及び活用事業者において個別に協

議するものとします。 

負担区分 市（賃貸人） 活用事業者（賃借人） 

維持管理 ・なし ・警備保障 

・消防設備点検 

・保険料 

・水道光熱費 

・通信費 

・敷地内の除草及び植栽の剪定など 

修繕・改修工事 ・経年劣化 

・施設の基幹部分 

・賃借人の原因による修繕・改修 

・前入居者の残置物 

（６）契約不適合責任について 

  ア 活用事業者は、契約締結後、提案募集物件に数量の不足等、契約内容に適合しないこと 

を発見しても、貸付料減額の請求、損害賠償の請求、契約の解除又は瑕疵修補の請求をす 

ることができません。 

（７）原状回復義務について 

ア 事業期間の終了時又は契約の解除時には、活用事業者は、自己の費用負担によって、活 

用した物件に存在する工作物及び備品等を撤去し、原則として契約前の状態に戻して、市

に返還するものとします。 

イ ただし、活用事業者が自らの負担により、施設設備の改修等を行った場合、施設の取り 

壊しに係る契約満了の場合などについては、上田市の承認を得た上で、変更後の状態で返

還することができることとします。 

（８）費用償還請求権、造作買取請求権について 

ア 活用事業者は、造作の買取り並びに必要経費及び有益費の償還等の請求を行うことはで

きません。 

（９）その他留意事項等について 

ア 物件の引き渡しは現状有姿のままで行いますので、必ず応募者ご自身で、事前に諸規制

について調査確認を行ってください。 

イ 物件の活用に関し、隣接土地所有者、地域住民等と調整が生じた場合は、全て活用事業 

者において行っていただきます。 

 

５ 応募資格等 

本事業プロポーザルに応募できる者は、次に掲げる事項を満たす個人または法人とします。 

ただし、当施設において、同一人が複数の事業提案をすることはできません。 

（１）参加資格について 

ア 直近の１年間において、法人税・所得税・消費税及び地方消費税・都道府県税及び市町

村民税を滞納していないこと。 

イ 上田市建設工事等入札参加資格者に係る入札参加停止措置要綱に掲げる指名停止要件

に該当していないこと。 

ウ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定による更生手続開始の申立て
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又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定による再生手続開始の申立

てがなされている者（更生計画の許可の決定を受けた者及び再生計画の許可の決定を受け

た者を除く。）でないこと。 

エ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に該当しな

いこと。 

オ 無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律（平成１１年法律第１４７号）に

基づく処分の対象となっている団体及びその構成員に該当しないこと。 

（２）失格 

  申請者が次の要件に該当する場合は、失格とします。 

ア 募集要領に定めた要件が備わっていないとき。 

イ 提出書類に虚偽又は不正があったとき。 

ウ 本件選定審査委員会委員に対し、本件応募について個別に接触したとき。 

エ 上田市暴力団排除条例（平成２４年条例第６号）第２条に掲げる暴力団又は暴力団員及 

びそれらの利益となる活動を行う者。 

オ 未成年の方。 

カ その他市長が適当でないと認めたとき。 

（３）事業実施に際し必要な資格・許可等の取得 

  ア 事業実施に際し法令等で定められている資格や許認可等については、事業開始までに取

得することを提案書の中で明示すること。 

（４）建築基準法、消防法等、建築基準関係法令の遵守 

  ア 現状の施設及び設備において、建築基準法、消防法等、建築基準関係法令で定める基準 

に適合する事業内容であること。 

（５）共同による応募 

  複数の事業者が共同で応募するためには、（１）の参加資格のほか、次の条件をすべて満た 

さなければなりません。 

  ア 関係する事業者の中から代表者を１名選出すること。 

  イ 関係する事業者が他の提案に係る構成員になっていないこと。 

  ウ 関係する事業者がそれぞれ果たす役割を書面により明確にできること。 

 

６ 応募対象外事業 

  次に該当する事業の応募は受け付けません。また後日該当することが判明した場合は、その受

付を遡って取消します。 

（１）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年律第１２２号）第２条に

該当する事業 

（２）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第１項

第２号に規定する団体が営む事業 

（３）宗教または政治を主たる活動とする団体が営む事業 

（４）上記の他、公序良俗に違反する用途又は公共の福祉に反する用途 

 

７ 活用事業候補者決定までのスケジュール 

募集要領配布 令和５年１２月１８日（月）～令和６年２月９日（金） 

午前９時～午後５時 

上田市ホームページに掲載します 

施設見学会 令和５年１２月１８日（月）～令和６年１月１２日（金）の閉庁

日を除くいずれかの日 

※申込みをいただいたところで調整します。 
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※このほかにも必要に応じ対応しますので、ご希望がありました

ら、ご連絡ください。 

質問受付 令和５年１２月１８日（月）～令和５年１２月２７日（水） 

午前９時～午後５時 

質問に対する回答 令和５年１月１２日（金）以降 

参加表明書提出期限 令和６年２月９日（金）午後５時まで 

活用提案書受付期間 令和６年２月１５日（木）～令和６年２月２８日（水） 

午前９時～午後５時 

プレゼンテーション

及びヒアリング 

令和６年３月１５日（金）※予定 

※時間等の詳細は、後日お知らせします。 

 

８ 応募方法 

（１）募集要領の配布 

  ア 配布期間 令和５年１２月１８日（月）から令和６年２月９日（金）まで 

（窓口での配布は、土・日曜日、祝日を除く午前９時から午後５時まで） 

  イ 配布場所 〒３８６-０４９２ 上田市上丸子１６１２番地 

         丸子地域自治センター 丸子産業観光課 

         電話 ０２６８-４２-１０４７ 

         ※募集要領については、上田市のホームページからもダウンロードできます。 

《URL》 https://www.city.ueda.nagano.jp/soshiki/ msangyo/88816.html 

（２）参加表明書の提出 

応募者は参加表明書を提出するものとします。参加表明書及び辞退届の様式は（様式１、２）

に示すとおりとします。 

  ア 受付期間 令和６年２月９日（金）午後５時まで 

         郵送又は持参による。郵送の場合は必着のこと。 

  イ 提出方法 １部を持参又は郵送（書留郵便に限る）すること。 

  ウ 提 出 先 〒３８６-０４９２ 上田市上丸子１６１２番地 

         丸子地域自治センター 丸子産業観光課 

担当：朝日、峯村 

 電話：０２６８-４２-１０３７ FAX：０２６８-４２-３２２２ 

（３）提出図書 

  ア 参加表明書 

 （ア）参加表明書（様式１）     １部 

  （イ）借受希望価格調書（様式３）  １部 

  （ウ）応募者の確認に関する書類  各１部 

     ※共同による応募の場合は、構成員となる事業者についても提出 

  個人の場合 

 （ア）住民票（発行後３か月以内） 

 （イ）印鑑登録証明書（発行後３か月以内） 

 （ウ）確定申告の写し及び収支内訳書等の附属書類（過去３期分） 

※個人事業主として事業所得の申告を行っている場合 

 （エ）身分証明書（発行後３か月以内） 

 （オ）完納証明書（発行後３か月以内） 

    ・上田市が発行する「市税の完納証明書」（上田市に納税義務がある場合） 

    ・長野県が発行する「県税の完納証明書」（長野県に納税義務がある場合） 

https://www.city.ueda.nagano.jp/soshiki/
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    ・税務署が発行する「所得税」及び「消費税及び地方消費税」について未納税額がない

ことの証明書 

    ・なお、本市、本県以外の自治体に住所を有する個人は、当該住所地の自治体で発行さ

れた完納証明書 

  法人の場合 

 （ア）法人登記簿謄本 履歴事項全部証明書（発行後３か月以内） 

  （イ）印鑑登録証明書（発行後３か月以内） 

  （ウ）決算書類（過去３期分） 

  （エ）完納証明書（発行後３か月以内） 

    ・上田市が発行する「市税の完納証明書」（上田市に納税義務がある場合） 

    ・長野県が発行する「県税の完納証明書」（長野県に納税義務がある場合） 

    ・税務署が発行する「法人税」及び「消費税及び地方消費税」について未納税額がない 

ことの証明書 

    ・なお、本市、本県以外の自治体に事業所が所在する法人は、当該所在地の自治体で発 

行された完納証明書 

    ・ただし、新規に法人を設立した場合など、これまでに事業実績がなく、提出できない 

書類がある場合には、予め担当者に連絡してください。 

  イ 活用提案書（正本１部、副本１０部（複写可）） 

（ア）活用提案書（様式５-１） 

（イ）活用計画書（様式５-２） 

（ウ）事業者の過去１０年間の事業実績（様式５-３） 

（エ）建物利用計画図（様式５-４） 

（オ）資金計画、事業スケジュール（様式５-５） 

（カ）収支計画書（様式５-６） 

   ※事業の概要説明と特徴等を踏まえ、事業の着眼点や実施方針を簡潔に記載してください。 

   ※活用提案書の無効 

    提出する書類について、この書面及び別添の書式に示された条件に適合しない場合は無

効とすることがあります。 

（４）施設見学会 

  次のとおり施設見学会を開催します。出席の場合は申し込みが必要です。 

  ア 日  時 令和５年１２月１８日（月）から令和６年１月１２日（金）までの閉庁日を

除くいずれかの日 ※申込みをいただいたところで調整します。 

  イ 場  所 丸子物産館 

  ウ 申込方法 電話、FAX 又は電子メールにより、丸子地域自治センター 丸子産業観光課 

担当 朝日、峯村まで「事業者名」「代表者」「参加人数」を明示してお申し

込みください。 

 エ 連 絡 先 電話：０２６８-４２-１０４７ FAX：２６８-４２-３２２２ 

         Eメール：msangyo@city.ueda.nagano.jp 

  ※ 上記の日程以外でも、必要に応じ対応しますので、ご希望がありましたらご連絡くださ

い。 

（５）募集要領に関する質問及び回答 

  募集要領等の質問を次のとおり受け付けます。（様式４） 

  ア 受付期間 令和５年１２月１８日（月）から令和５年１２月２７日（水）まで 

  イ 受付時間 午前９時から午後５時までとし、必ず送付後に電話で確認をしてください。 

  ウ 受付方法 別添様式に必要事項を記載のうえ、電子メールにて送付してください。 

  エ 回答方法 期間中受付をした全質問に対する回答をホームページにて公表します。なお、

質問者名は公表しません。 
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  オ 回 答 日 令和６年１月１２日（金）以降 

（６）活用提案書の提出 

  ア 受付期間 令和６年２月１５日（木）から令和６年２月２８日（水）まで 

  イ 受付時間 午前９時から午後５時まで 

 ウ 提 出 先 〒３８６-０４９２ 上田市上丸子１６１２番地 

         電話：０２６８-４２-１０４７ FAX：２６８-４２-３２２２ 

         Eメール：msangyo@city.ueda.nagano.jp 

  エ そ の 他 

  （ア）提出書類は、必ず受付場所まで持参してください。（郵送、FAX、電子メール等による 

提出は不可） 

  （イ）提出図書の内容について、面接により聞き取りを行う場合があります。 

  （ウ）受付期間後の提出図書に関する変更及び追加は認めません。 

  （エ）提出図書のほかに、必要に応じて追加書類の提出を求めることがあります。 

 

９ 提出図書の取扱い 

（１）提出図書の著作権 

  本市が提示する書類の著作権は、上田市に帰属し、応募者の提出する書類の著作権は、応 

募者に帰属します。 

（２）情報公開等 

  受付期間の経過後は、応募をした全ての事業者名を公開します。提出図書は、上田市情報 

公開条例（平成１８年条例第１２号）に基づき公開することがあります。 

（３）第三者の著作権 

  提案書の中で第三者の著作物を使用する場合は、著作権法に認められた場合を除き、当該第 

三者に承諾を得ておいてください。第三者の著作物の使用の責は、使用した参加者に全て帰す 

るものとします。 

（４）提出書類の使用 

  市は、本プロポーザルの提案に関する事項の公表、展示、その他市が必要と認めるときに、 

提案書を無償で使用することができるものとします。 

また、提案書に含まれる第三者の著作物の公表、展示等に関しては、使用した参加者が当 

該第三者に承諾を得ておいてください。 
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１０ 審査 

（１）審査委員会 

   「丸子物産館貸付事業者選定審査委員会」（以下「審査委員会」という。）が提出された書面 

（活用提案書）及びヒアリングにより審査します。 

（２）審査基準 

活用提案書等の審査項目及び配点は、次表のとおり合計１００点満点で評価し、審査項目の

配点割合は、提案の評価９５点、価格の評価５点とします。 

 なお、提案の評価において、６名の委員による評価点の平均が４２点に満たない場合は 

失格とします。 

（３）審査項目及び評価内容 

配点

1 事業目的、内容 ・地域の活性化と振興発展に貢献できる事業内容となっているか 30点

1 経営状況 ・継続かつ安定した事業運営を行うことができる経営状況か 20点

2 収支計画 ・収支計画は具体的、確実性があるか 15点

1 資金計画 ・資金の調達方法に具体性、確実性があるか 15点

2 スケジュール ・事業開始までのスケジュールは妥当か 10点

地
域
振

興

1 連携事業 ・周辺施設との連携した事業の具体的な計画があるか。 5点

95点

価
格
の

評
価

価
格

5点

5点

100点

借受希望価格を年額993,000円以上とし、提示価格が最高である者に5点を付与する。他の
者の得点は、下の計算式で算出する（小数点第二位を四捨五入）。
借受価格評価点＝（当該提示価格÷最高提示価格）×5点

価格の評価　②

合　計　①+②

提案の評価　①

審査項目及び評価内容

提
案
の

評
価

事
業
内

容

継
続
性

実
現
性

 

（４）審査方法 

  ア 審査委員会において、提出図書による書類審査及びプレゼンテーションによる審査を行

うこととします。 

  イ プレゼンテーションでは、提出図書の内容を審査委員に説明し、同委員の質問に回答す
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るものとします。 

  ウ プレゼンテーションの時間、場所等に詳細については、当該申請者に対して書面で通知

しますが、概ね１事業者につき、プレゼンテーション２５分、質疑応答１５分の計４０分

を予定しています。 

  エ 審査委員会では、丸子物産館の後利用プロポーザルについて事業内容、継続性、実現性

について総合的に審査を行い点数化します。最も評価点（各委員の評価点の合計）が高い

ものを優先交渉権者、次に高いものを次点者として選定します。 

  オ 審査結果については、提出図書を提出した応募者全員に対して通知します。 

 

１１ 契約の締結等について 

（１）契約の締結について 

  ア 審査委員会による審査の結果、優先交渉権者となった者と契約に係る手続き等について

協議を行い、合意後、契約を締結するものとします。 

   イ 期限までに契約を締結できない場合、優先交渉権者に代わって次点者と協議を行い、契

約を締結できるものとします。 

（２）契約期間等について 

  ア 契約の日から５年間とし、双方の協議により更新できるものとします。 

   イ 事業開始日は、契約締結後、施設の準備が整い次第としますが、双方協議のうえ調整で

きるものとします。 

  ウ 貸付料は、事業開始時から生じるものとし、工事期間中の貸付料は免除します。 

（３）貸付料の額について 

   ア 「普通財産貸付料算定基準等の取扱いについて」で定める額を基準としますが、事業者

の提案による借受希望価格をもって、随意契約を締結します。（別表１、２参照） 

  イ 借受希望価格は、審査項目の対象となります。 

（４）貸付料の納付時期 

   ア 貸付料の納付時期は、次に定めるところにより、市が発行する納入通知書により納付す

るものとします。 

回数 納付期限 備考 

第１回 ４月３０日 納付期限が、日曜日、土曜日、国民 

の祝日に関する法律（昭和 23年法 

律第 178号）に規定する休日にあ 

たる場合は、これらの日の翌日をも 

ってその納付期限とする。 

第２回 ７月３１日 

第３回 １０月３１日 

第４回 １月３１日 

（５）その他 

   ア 契約締結時までに、参加資格に該当しなくなった場合は契約をしないこととし、この場

合、市は一切の損害賠償を負わないこととします。 

 

１２ その他・留意事項 

（１）申請の辞退 

  申請受付後に辞退する場合は、辞退届（様式２）を提出してください。 

（２）申請に関する費用負担 

  提案書等の作成費、旅費、その他本事業プロポーザルに関して要した一切の経費は、参加者 

の負担とします。 

（３）建物設計図の閲覧 

  建物の設計図は、次のとおり閲覧できます。 

  ア 閲覧場所 丸子地域自治センター 丸子産業観光課 



11 

 

 

  イ 閲覧日時 令和５年１２月１８日（月）から令和６年２月９日（金）まで 

         午前９時から午後５時まで 

  ウ 閲覧図書 丸子物産館 設計図 

１３ 問合せ先 

〒３８６-０４９２ 上田市上丸子１６１２番地 

  電話：０２６８-４２-１０４７ FAX：２６８-４２-３２２２ 

  Eメール：msangyo@city.ueda.nagano.jp 

  丸子地域自治センター 丸子産業観光課 担当：朝日、峯村 

 

１４ リスク分担 

（１）リスク分担の考え方 

  活用事業者が実施する業務に伴うリスクは、原則として活用事業者が負うものとします。た 

だし、活用事業者の責めによらないとの合理的な理由があるリスクについては、市がその一部 

又は全部の責任を負うものとします。 

（２）予想されるリスクと責任分担 

  市と活用事業者の責任分担は、別表３「リスク分担表」のとおり想定していますが、具体的 

な責任分担は協議において定めます。 

 

１５ 別表 

別表１ 貸付料の算定方法 

貸付区分 年間の貸付料の算定方法 

土地 土地の評価額×６％ 

建物 
（建物の評価額×６％×消費税率）+ 

（貸付建物底地の評価額×６％×消費税率） 

 

 

別表２ 基準貸付料（年額） 

貸付区分 基準貸付料 

建物 ２４９，９２２円 

土地 ７４３，９５５円 

合計 ９９３，８７７円 

貸付額 ９９３，０００円 

参考（月額） ８２，７５０円 
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別表３ リスク分担表 

項目 リスク分担の内容 本市 借主 

実施要領 実施要領等、市が作成した内容の誤り、変更に関するもの ○  

債務不履行 
借主の事業放棄、破たんによるもの  ○ 

市の方針変更、議会、その他の手続きの遅延などによるもの ○  

不可抗力 
風水害、地震等の自然災害、テロ、暴動等当事者が制御できな

い人為的な事象に起因して生じた損害及び事業不履行 
※ ※ 

施設の修繕等 

借主の責めに帰すべき事由による事故、火災等による施設の損

傷 
 ○ 

市の責めに帰すべき事由による事故、火災等による施設の損傷 ○  

施設の瑕疵によるもの ○  

借主が善管注意義務を怠っていた場合  ○ 

施設の基幹部分（注）の損傷 ○  

軽微な修繕  ○ 

協議を必要とする修繕 ※ ※ 

借主が設置した設備及び建物の部分  ○ 

維持管理 借主の事由による施設・設備等の変更に伴う、借主が行う施設

の点検・保守・補修の遅延、費用の増加に関するもの 
 ○ 

市の事由による施設・設備等の変更に伴う、借主が行う施設の

点検・保守・補修の遅延、費用の増加に関するもの 
○  

備品等の損傷 
借主の責めに帰すべき事由による備品等の損傷・消失  ○ 

市の責めに帰すべき事由による備品等の損傷・消失 ○  

施設の停止・中

止 

借主の責めに帰すべき事由により施設の使用ができない場合  ○ 

市の責めに帰すべき事由により施設の使用ができない場合（施

設の瑕疵によるものを含む） 
○  

※ 市と借主の協議事項 

注 施設の基幹部分とは、建物本体（壁、柱、床、梁等構造上重要な構造物をいう。）及び設備

機器（空調設備を除く）をいう。 

 

１６ 参考 

維持管理費用の目安                       （単位:千円、年額） 

項目 金額 備考 

光熱水費 1,295 電気、ガス、上下水道、灯油 

点検委託等 203 消防設備点検、清掃業務、消毒、警備保障 

保険料 71 建物（15千円）、損害賠償 

電話料等 418 電話料、コピー費、事務用品 

年額計  1,987  

月額 166  

※上記金額は、丸子物産館を営業していた令和元年度の金額です。 

 


